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は
じ
め
に

夏
目
漱
石
の
小
説
は
実
に
多
様
な
〈
読
み
〉
の
可
能
性
を
内
包
し
て
い

る
。
そ
こ
に
は
テ
ク
ス
ト
の
解
釈
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
も
含
ま
れ
る
。

明
治
四
十
年
に
東
京
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
た
漱
石
は
、
小
説
発
表
の

〈
場
〉
を
雑
誌
か
ら
新
聞
へ
と
移
し
、
専
属
小
説
家
と
し
て
数
多
く
の
新

聞
小
説
を
執
筆
し
て
い
く
。
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
小
説
を
発
表
す
る

に
あ
た
り
、
漱
石
は
読
者
を
意
識
し
た
創
作
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

の
例
と
し
て
、
小
説
描
写
に
お
け
る
「
時
事
性
」

の
反
映
が
挙
げ
ら
れ

(1)

る
。
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
「
三
四
郎
」（『
東
京
（
大
阪
）
朝
日
新
聞
』、

明
治
四
十
一
年
九
月
一
日
～
十
二
月
二
十
九
日
）
に
お
い
て
も
、
「
丹
青
会
の
展

覧
会
」（
八
の
七
）
や
文
芸
協
会
の
「
演
芸
会
」（
十
二
の
一
）
の
描
写
に
、

新
聞
記
事
に
な
っ
た
同
時
代
の
出
来
事

が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
「
三
四

(2)

郎
」
の
同
時
代
読
者
は
小
説
を
読
み
な
が
ら
新
聞
記
事
を
想
起
し
、
再
び

小
説
の
世
界
へ
と
戻
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
、
読
者
に
よ
る
小
説
と
新

聞
記
事
と
の
往
還
の
な
か
で
、
漱
石
の
新
聞
小
説
は
享
受
さ
れ
た
の
で
あ

る
。 夏

目
漱
石
「
三
四
郎
」
試
論

―
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》が
暗
示
す
る
美
禰
子
の〈
運
命
〉

―

髙

槻

侑

吾
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I

Y
u

g
o

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
新
聞
小
説
の
享
受
に
お
け
る
同
時
代
読
者
の

営
為
を
踏
ま
え
、
小
説
の
描
写
と
新
聞
記
事
の
言
説
の
関
係
性
を
軸
に
テ

ク
ス
ト
を
読
み
直
す
こ
と
で
、
漱
石
の
新
聞
小
説
に
お
け
る
新
た
な
〈
読

み
〉
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

「
三
四
郎
」
と
い
う
小
説
は
、
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
東

京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
入
学
し
た
小
川
三
四
郎
が
、
佐
々
木
与
次
郎
、

野
々
宮
宗
八
・
よ
し
子
兄
妹
、
里
見
美
禰
子
、
広
田
先
生
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
を
と
お
し
て
「
色
々
と
動
い
て
来
る
」

物
語
で

(3)

あ
る
。
三
四
郎
と
美
禰
子
の
関
係
を
中
心
に
「
本
郷
文
化
圏
」

に
お
け

(4)

る
人
間
模
様
を
描
い
た
こ
の
小
説
に
は
、
随
所
に
絵
画
的
要
素
が
見
ら
れ

る

。
例
え
ば
、「
グ
ル
ー
ズ
の
画
」（
四
の
十
）
や
「
マ
ー
メ
イ
ド
の
図
」（
四

(5)

の
十
四
）
、
「
ラ
フ
ア
エ
ル
の
聖
母
」（
十
の
六
）
な
ど
の
西
洋
絵
画
が
登
場
し

た
り
、
画
家
の
原
口
に
よ
っ
て
絵
画
に
お
け
る
東
洋
と
西
洋
の
美
人
を
比

較
し
た
〈
モ
デ
ル
論
〉
が
展
開
さ
れ
た
り
す
る
（
十
の
六
）
。
さ
ら
に
、
そ

の
原
口
が
描
く
美
禰
子
の
肖
像
画
《
森
の
女
》
が
完
成
し
て
、
小
説
は
終

わ
り
を
迎
え
る
（
十
三
）
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
三
四
郎
」
と
い
う
小
説
に
お
い
て
、
絵
画
を
め
ぐ

る
一
見
す
れ
ば
些
細
な
、
し
か
し
看
過
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
丹
青
会
の
展
覧
会
」（
以
下
、
「
丹
青
会
」
と
す
る
）
の
描
写
に
《
ヴ
ェ
ラ
ス

ケ
ス
が
描
い
た
肖
像
画
の
模
写
》（
以
下
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
と
す
る
）

が
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
は
小
説
中

で
以
下
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

後
ろ
に
は
畳
一
枚
程
の
大
き
な
画
が
あ
る
。
其
画
は
肖
像
画
で
あ
る
。



さ
う
し
て
一
面
に
黒
い
。
着
物
も
帽
子
も
背
景
か
ら
区
別
の
出
来
な

い
程
光
線
を
受
け
て
ゐ
な
い
中
に
、
顔
ば
か
り
白
い
。
顔
は
瘠
せ
て
、

頬
の
肉
が
落
ち
て
ゐ
る
。

（
中
略
）

「
ど
う
で
す
。
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
は
。
尤
も
模
写
で
す
が
ね
。
し
か

も
余
り
上
出
来
で
は
な
い
」
と
原
口
が
始
め
て
説
明
す
る
。
野
々
宮

さ
ん
は
何
に
も
云
ふ
必
要
が
な
く
な
つ
た
。

「
ど
な
た
が
御
写
し
に
な
つ
た
の
」
と
女
が
聞
い
た
。

「
三
井
で
す
。
三
井
は
も
つ
と
旨
い
ん
で
す
が
ね
。
此
画
は
あ
ま

り
感
服
出
来
な
い
」
と
一
二
歩
退
が
つ
て
見
た
。
「
ど
う
も
、
原
画

が
技
巧
の
極
点
に
達
し
た
人
の
も
の
だ
か
ら
、
旨
く
行
か
な
い
ね
」

原
口
は
首
を
曲
げ
た
。
三
四
郎
は
原
口
の
首
を
曲
げ
た
所
を
見
て

ゐ
た
。

（
八
の
九
）

「
丹
青
会
」
の
描
写
が
「
三
四
郎
」
の
連
載
開
始
約
四
カ
月
前
に
開
催

さ
れ
た
第
六
回
太
平
洋
画
会
展
覧
会
（
明
治
四
十
一
年
五
月
十
六
日
～
六
月
十
四

日
、
於
・
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
）
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す

で
に
芳
賀
徹
氏

が
指
摘
し
て
い
る
。「
丹
青
会
」
に
は
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス

(6)

の
模
写
》
の
ほ
か
に
《
長
い
間
外
国
を
旅
行
し
て
歩
い
た
兄
妹
の
画
》（
以

下
、
《
兄
妹
の
画
》
と
す
る
）
と
《
深
見
先
生
の
遺
画
》
が
登
場
す
る
。
当
該

展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ

や
同
時
代
の
新
聞
記
事
を
見
る
と
、
《
兄
妹
の
画
》

(7)

の
モ
デ
ル
で
あ
る
吉
田
博
・
ふ
じ
を
兄
妹
の
作
品
と
《
深
見
先
生
の
遺
画
》

の
モ
デ
ル
で
あ
る
浅
井
忠
の
遺
作
特
別
陳
列
に
関
す
る
記
述
が
確
認
で
き

る
一
方
で
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
モ
デ
ル
に
つ
な
が
る
よ
う
な

記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
モ
デ
ル
は
、
ど
の
展
覧
会

に
出
品
さ
れ
た
、
誰
の
、
何
と
い
う
作
品
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
モ
デ
ル
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
繰
り

返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の

模
写
》
の
モ
デ
ル
を
、
「
三
四
郎
」
の
連
載
前
後
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会

に
求
め
る
も
の
と
、
同
時
代
の
展
覧
会
か
ら
離
れ
て
漱
石
の
周
辺
知
識
に

求
め
る
も
の
と
に
大
別
で
き
る
。
ま
ず
、
前
者
に
該
当
す
る
論
か
ら
見
て

い
く
。

芳
賀
徹
氏

は
、
木
下
杢
太
郎
の
「
パ
ン
の
会
の
回
想
」（
「
近
代
風
景
」、

(8)

一
九
二
七
年
一
月
）
に
着
目
し
、
明
治
四
十
二
年
四
月
十
日
に
開
か
れ
た
深

川
永
代
亭
で
の
会
で
湯
浅
一
郎
が
模
写
し
た
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
が
話
題
に
出

た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
を
湯
浅
の
作
品
と
推

定
し
た
。
ま
た
、
古
田
亮
氏

は
、
画
家
「
原
口
」
の
モ
デ
ル
を
黒
田
清

(9)

輝
と
推
定
し
た
新
関
公
子
氏

の
論
を
受
け
、
画
家
「
三
井
」
の
モ
デ
ル

(10)

を
和
田
英
作
と
推
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》

を
第
八
回
白
馬
会
展
覧
会
（
明
治
三
十
六
年
九
月
十
六
日
～
十
月
二
十
七
日
、
於
・

上
野
公
園
元
内
国
勧
業
博
覧
会
跡
第
五
号
館
）
に
出
品
さ
れ
た
和
田
の
《
ヴ
ェ
ラ

ス
ケ
ス
筆
王
女
肖
像
模
写
》
と
推
定
し
た
。

次
に
、
後
者
に
該
当
す
る
論
を
見
て
い
く
。
土
屋
知
子
氏

は
、
東
北

(11)

大
学
付
属
図
書
館
の
漱
石
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
た
『
ニ
ュ
ー
ン
ズ
美
術
文
庫

（N
ew

nes'
A
rt

L
ibrary

）
』
（
全
十
五
巻
）
の
第
十
三
巻
『
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス

（V
E
L
A
SQ

E
Z

）
』
に
着
目
し
、
そ
の
な
か
の
《
フ
ェ
リ
ペ
四
世
（P

H
IL
IP

IV

A
S
A

Y
O
U
N
G

M
A
N

）
》
が
小
説
中
の
記
述

に
当
て
は
ま
る
と
し
た
。
そ

(12)



の
う
え
で
、
漱
石
が
「
三
四
郎
」
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
『
ニ
ュ
ー
ン

ズ
美
術
文
庫
』
な
ど
の
画
集
を
参
考
に
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

を
指
摘
し
た
。

な
お
、
土
屋
氏
が
指
摘
し
て
い
る
漱
石
の
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
受
容
に
つ
い

て
は
、
佐
渡
谷
重
信
氏

に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
、
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ

(13)

ス
の
名
作
は
主
に
マ
ド
リ
ー
ド
の
プ
ラ
ド
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
た

め
、
漱
石
は
直
接
見
て
い
な
い
は
ず
だ
と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
小

説
中
で
原
口
が
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
を
「
技
巧
の
極
点
に
達
し
た
人
」
と
評
し

て
い
る
の
は
「
漱
石
の
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
観
」
で
あ
り
、
そ
う
し
た
知
識
は

主
に
『
ニ
ュ
ー
ン
ズ
美
術
文
庫
（N

ew
nes'

A
rt

L
ibrary

）
』
の
『
ヴ
ェ
ラ
ス

ケ
ス
（V

E
L
A
SQ

E
Z

）
』
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
モ
デ
ル
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
〈
正
体
〉
を
特
定
で
き
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
稿
者
の
立
場
は
、
土
屋
氏
と
同
じ
く
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の

模
写
》
の
モ
デ
ル
を
漱
石
の
周
辺
知
識
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
モ
デ

ル
と
し
て
推
定
し
た
作
品
は
土
屋
氏
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
に
関
す
る
先
行
論
は

主
に
絵
画
研
究
の
視
点
か
ら
モ
デ
ル
を
推
定
す
る
も
の
が
中
心
的
で
あ

り
、
小
説
の
読
解
に
関
わ
ら
せ
る
形
で
論
じ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
そ

の
た
め
、
文
学
研
究
の
視
点
か
ら
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
が
「
三
四

郎
」
の
同
時
代
読
者
の
〈
読
み
〉
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
は
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
「
三
四
郎
」
に
お
け
る
「
丹
青
会
」
の
描
写
に
着
目
し
、

新
聞
記
事
の
言
説
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ

ス
の
模
写
》
が
小
説
中
で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
、「
丹
青
会
」
の
描
写
と
新
聞
記
事
の
言
説

「
三
四
郎
」
に
お
け
る
「
丹
青
会
」
の
描
写
が
第
六
回
太
平
洋
画
会
展

覧
会
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
。
「
三
四
郎
」
の

連
載
開
始
は
明
治
四
十
一
年
九
月
一
日
、
小
説
中
に
は
じ
め
て
「
丹
青
会
」

の
描
写
が
登
場
す
る
の
は
十
一
月
二
十
二
日
で
あ
る
か
ら
、
約
半
年
前
の

出
来
事
が
小
説
の
世
界
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
出
来
事
か
ら

小
説
ま
で
の
あ
い
だ
に
半
年
と
い
う
時
間
的
懸
隔
が
あ
る
た
め
、
直
ち
に

「
時
事
性
」
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
半
年
前
に
太
平
洋
画

会
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
読
者
で
あ
れ
ば
、
小
説
の
描
写
と
記
憶

の
な
か
で
カ
タ
ロ
グ
化
（
目
録
化
）
さ
れ
た
出
品
物
の
情
報
を
照
合
す
る

こ
と
で
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
章
で
は
、
そ
う
し
た
新
聞
小
説
の
享
受
に
お
け
る
読
者
の
営
為
に
着

目
し
、
「
丹
青
会
」
の
描
写
と
太
平
洋
画
会
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
言
説

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
〈
出
来
事
か
ら
小
説
へ
〉
と
い
う
時
間
軸
に
沿
っ
て
、
ま
ず
は

新
聞
記
事
の
言
説
か
ら
見
て
い
く
。

（
一
）
太
平
洋
画
会
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
言
説

第
六
回
太
平
洋
画
会
展
覧
会
に
関
す
る
新
聞
記
事
は
決
し
て
多
い
と
は

い
え
な
い
。
展
覧
会
前
後
（
明
治
四
十
一
年
五
月
一
日
～
六
月
三
十
日
）
の
『
東



京
朝
日
新
聞
』
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
確
認
で
き
る
記
事
は
二
件
の
み
で
、

い
ず
れ
も
同
一
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
件
目
は
、
明
治
四
十
一
年

五
月
二
十
五
日
の
「
展
覧
会
瞥
見
」
と
い
う
記
事
で
、
「
篆
隷
子
」
な
る

筆
者
が
太
平
洋
画
会
と
南
宋
画
会
に
つ
い
て
批
評
し
て
い
る
。
二
件
目
は
、

六
月
十
一
日
の
「
太
平
洋
画
会
展
覧
会
」
と
い
う
記
事
で
、
筆
者
「
笑
月
」

が
太
平
洋
画
会
に
つ
い
て
批
評
し
て
い
る
。
記
事
中
に
「
概
評
は
先
に
も

記
し
た
が
概
括
的
に
補
評
を
試
み
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
件
目
の
記

事
を
補
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

。
(14)

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
「
丹
青
会
」
の
描
写
に
直
接
関
係
し
て
い

る
一
件
目
の
記
事
で
あ
る
。以
下
に
記
事
の
該
当
箇
所
を
引
用
し
て
示
す
。

特
に
、
稿
者
が
引
用
文
中
に
付
し
た
傍
線
部
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

●
展
覧
会
瞥
見

篆
隷
子

〇
先
づ
太
平
洋
画
会
へ
入
る
、
入
場
第
一
に
眼
に
附
く
の
は
吉
田
フ

ジ
ヲ
女
史
と
同
博
氏
の
写
生
旅
行
成
績
だ
、
フ
ジ
ヲ
女
史
の
水
彩
画

は
総
て
色
彩
が
鮮
明
で
何
処
と
な
く
明
瞭
と
し
て
ゐ
る
、
画
材
に
は

建
築
が
多
く
凡
そ
南
欧
の
温
か
い
強
い
香
が
匂
ふ
、
ヴ
ェ
ニ
ス
は
暗

色
を
用
ひ
て
高
い
闇
の
声
を
響
か
し
て
ゐ
る
運
筆
は
失
礼
だ
が
尚
幼

稚
で
あ
る
。

〇
博
氏
の
筆
は
前
者
に
比
べ
る
と
遥
に
頸
健
で
水
彩
に
も
油
絵
に
も

欧
米
風
、
気
圏
に
よ
つ
て
異
な
る
空
気
の
特
色
が
現
は
れ
て
嬉
し
い
、

ヴ
ェ
ニ
ス
の
殿
堂
、
駱
駝
と
隊
商
も
悪
く
な
い
殊
に
牛
董
橋
に
は
暗

い
色
の
中
に
神
秘
の
影
が
閃
い
て
近
代
的
の
神
秘
的
な
響
き
が
聞
ゑ

る
、
ス
フ
イ
ン
ク
ス
は
壮
大
で
混
沌
た
る
太
古
の
俤
が
偲
ば
れ
る
、

佳
作
だ
。

（
中
略
）

○
満
谷
氏
の
婦
人
画
二
面
、
読
書
を
し
て
ゐ
る
の
が
殊
に
佳
い
、
庄

野
氏
の
老
人
、
某
氏
の
人
形
と
少
女
も
可
い
、
浅
井
忠
氏
の
遺
品
は

筆
力
が
勁
遒
で
一
気
呵
成
の
趣
が
あ
る
人
物
の
ス
ケ
ツ
チ
は
成
功
に

近
い
、
休
憩
所
内
の
笑
品
陳
列
は
頗
る
奇
抜
で
諷
諧
皮
肉
を
貫
く
の

概
が
あ
る
。

引
用
し
た
箇
所
の
記
述
だ
け
を
見
て
も
、
限
ら
れ
た
字
数
で
充
実
し
た

批
評
を
行
お
う
と
す
る
筆
者
の
姿
勢
が
窺
え
る
。

記
事
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
く
。
ま
ず
、
第
一
、
二
項
目
で

は
、
吉
田
博
・
ふ
じ
を
兄
妹
が
写
生
旅
行
の
成
果
と
し
て
出
品
し
た
作
品

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
記
事
中
の
「
ヴ
ェ
ニ
ス
は
暗
色
を
用
ひ
て
高
い

闇
の
声
を
響
か
し
て
ゐ
る
」
、
「
牛
董
橋
に
は
暗
い
色
の
中
に
神
秘
の
影
が

閃
い
て
近
代
的
の
神
秘
的
な
響
き
が
聞
ゑ
る
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
色
調
に
着
目
し
た
批
評
が
特
徴
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ふ

じ
を
の
「
運
筆
は
失
礼
だ
が
尚
幼
稚
で
あ
る
」
の
に
対
し
て
、
「
博
氏
の

筆
は
前
者
（
引
用
者
注
：
ふ
じ
を
）
に
比
べ
る
と
遥
に
頸
健
」
で
あ
る
と
い

う
よ
う
に
、兄
妹
間
で
巧
拙
を
比
較
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
第
三
項
目
で
は
、
満
谷
氏
、
庄
野
氏
、
某
氏
の
作
品
批
評
に
続

い
て
、
「
浅
井
忠
氏
の
遺
品
」
に
言
及
し
て
い
る
。
記
述
量
は
決
し
て
多

く
は
な
い
が
、
「
筆
力
が
勁
遒
で
一
気
呵
成
の
趣
が
あ
る
」
と
、
作
品
を

見
て
い
な
い
読
者
に
も
浅
井
忠
の
筆
致
が
伝
わ
る
よ
う
な
表
現
を
用
い
て

論
じ
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
、
作
品
の
批
評
に
あ
た
っ
て
は
、
作
者
の
情
報
を
は
じ
め

と
し
て
、
作
品
の
特
徴
や
評
価
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。

（
二
）「
三
四
郎
」
に
お
け
る
「
丹
青
会
」
の
描
写

次
に
、
「
丹
青
会
」
に
登
場
す
る
三
作
品
が
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て

い
る
か
見
て
い
く
。
以
下
に
小
説
の
該
当
箇
所
を
三
作
品
分
ま
と
め
て
引

用
す
る
。
こ
こ
で
も
、
稿
者
が
引
用
文
中
に
付
し
た
傍
線
部
に
注
目
し
て

ほ
し
い
。

①
《
兄
妹
の
画
》

長
い
間
外
国
を
旅
行
し
て
歩
い
た
兄
妹
の
画
が
沢
山
あ
る
。
双
方

共
同
じ
姓
で
、
し
か
も
一
つ
所
に
並
べ
て
掛
け
て
あ
る
。
美
禰
子
は

其
一
枚
の
前
に
留
つ
た
。

「
ヴ
ェ
ニ
ス
で
せ
う
」

是
は
三
四
郎
に
も
解
つ
た
。
何
だ
か
ヴ
ェ
ニ
ス
ら
し
い
。
画
舫
に

で
も
乗
つ
て
見
た
い
心
持
が
す
る
。（
中
略
）
黙
つ
て
蒼
い
水
と
、
水

と
左
右
の
高
い
家
と
、
倒
さ
に
映
る
家
の
影
と
、
影
の
中
に
ち
ら
ち

ら
す
る
赤
い
片
と
を
眺
め
て
ゐ
た
。
す
る
と
、

「
兄
さ
ん
の
方
が
余
程
旨
い
様
で
す
ね
」
と
美
禰
子
が
云
つ
た
。

（
八
の
八
）

②
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》

後
ろ
に
は
畳
一
枚
程
の
大
き
な
画
が
あ
る
。
其
画
は
肖
像
画
で
あ
る
。

さ
う
し
て
一
面
に
黒
い
。
着
物
も
帽
子
も
背
景
か
ら
区
別
の
出
来
な

い
程
光
線
を
受
け
て
ゐ
な
い
中
に
、
顔
ば
か
り
白
い
。
顔
は
瘠
せ
て
、

頬
の
肉
が
落
ち
て
ゐ
る
。

「
模
写
で
す
ね
」
と
野
々
宮
さ
ん
が
原
口
さ
ん
に
云
つ
た
。
原
口

は
今
し
き
り
に
美
禰
子
に
何
か
話
し
て
ゐ
る
。（
中
略
）

「
其
代
り
此
所
ん
所
へ
掛
け
る
積
で
す
」

原
口
さ
ん
は
此
時
始
め
て
、
黒
い
画
の
方
を
向
い
た
。
野
々
宮
さ
ん

は
其
間
ぽ
か
ん
と
し
て
同
じ
画
を
眺
め
て
ゐ
た
。

「
ど
う
で
す
。
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
は
。
尤
も
模
写
で
す
が
ね
。
し
か

も
余
り
上
出
来
で
は
な
い
」
と
原
口
が
始
め
て
説
明
す
る
。
野
々
宮

さ
ん
は
何
に
も
云
ふ
必
要
が
な
く
な
つ
た
。

「
ど
な
た
が
御
写
し
に
な
つ
た
の
」
と
女
が
聞
い
た
。

「
三
井
で
す
。
三
井
は
も
つ
と
旨
い
ん
で
す
が
ね
。
此
画
は
あ
ま

り
感
服
出
来
な
い
」
と
一
二
歩
退
が
つ
て
見
た
。
「
ど
う
も
、
原
画

が
技
巧
の
極
点
に
達
し
た
人
の
も
の
だ
か
ら
、
旨
く
行
か
な
い
ね
」

原
口
は
首
を
曲
げ
た
。
三
四
郎
は
原
口
の
首
を
曲
げ
た
所
を
見
て

ゐ
た
。

（
八
の
九
）

③
《
深
見
先
生
の
遺
画
》

女
は
歩
を
回
ら
し
て
、
別
室
へ
入
つ
た
。
男
は
一
足
後
か
ら
続
い

た
。
光
線
の
乏
し
い
暗
い
部
屋
で
あ
る
。
細
長
い
壁
に
一
列
に
懸
つ

て
ゐ
る
深
見
先
生
の
遺
画
を
見
る
と
、
成
程
原
口
さ
ん
の
注
意
し
た

如
く
殆
ん
ど
水
彩
ば
か
り
で
あ
る
。
三
四
郎
が
著
る
し
く
感
じ
た
の

は
、
其
水
彩
の
色
が
、
ど
れ
も
是
も
薄
く
て
、
数
が
少
な
く
つ
て
、



対
照
に
乏
し
く
つ
て
、
日
向
へ
で
も
出
さ
な
い
と
引
き
立
た
な
い
と

思
ふ
程
地
味
に
描
い
て
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
其
代
り
筆
が
些
と

も
滞
つ
て
ゐ
な
い
。
殆
ん
ど
一
気
呵
成
に
仕
上
た
趣
が
あ
る
。
絵
の

具
の
下
に
鉛
筆
の
輪
郭
が
明
ら
か
に
透
い
て
見
え
る
の
で
も
、
洒
落

な
画
風
が
わ
か
る
。
人
間
抔
に
な
る
と
、
細
く
て
長
く
て
、
丸
で
殻

竿
の
様
で
あ
る
。

（
八
の
十
）

こ
れ
ら
三
作
品
の
描
写
に
共
通
し
て
い
る
特
徴
と
し
て
、
作
者
の
情
報

に
関
す
る
描
写
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
作
品
の
特
徴
に
関
す
る
描
写
が
見
ら

れ
る
こ
と
、
作
品
の
評
価
に
関
す
る
描
写
が
見
ら
れ
る
こ
と
の
三
点
が
指

摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
（
一
）
で
見
た
太
平
洋
画
会
に
関
す
る

新
聞
記
事
が
批
評
の
観
点
と
し
て
い
た
項
目
と
重
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
三
四
郎
」
に
お
け
る
「
丹
青
会
」
の
描
写
は
一
種
の

〈
展
覧
会
評
〉
で
あ
り
、
同
時
代
読
者
に
半
年
前
の
太
平
洋
画
会
に
関
す

る
新
聞
記
事
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
描
写
に
な
っ
て
い
る
。

（
三
）「
丹
青
会
」
の
描
写
と
新
聞
記
事
の
言
説
の
関
係
性

以
下
に
示
す
表
は
、
（
一
）
と
（
二
）
で
見
た
太
平
洋
画
会
に
関
す
る

新
聞
記
事
の
言
説
と
「
丹
青
会
」
に
登
場
す
る
三
作
品
の
描
写
を
比
較
し

た
も
の
で
あ
る
。
新
聞
記
事
と
小
説
で
共
通
し
て
い
る
、
作
者
の
情
報
、

作
品
の
特
徴
、
作
品
の
評
価
に
関
す
る
言
説
と
描
写
（
（
一
）
と
（
二
）
の
引

用
文
中
で
傍
線
を
付
し
た
箇
所
）
を
、
観
点
ご
と
に
上
下
で
対
応
す
る
よ
う
な

形
で
作
成
し
て
い
る
。

【
表
】「
丹
青
会
」
の
描
写
と
太
平
洋
画
会
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
言
説

「
丹
青
会
」
の
描
写

新
聞
記
事
の
言
説

・
長
い
間
外
国
を
旅
行
し
て
歩
い

・
吉
田
フ
ジ
ヲ
女
史
と
同
博
氏
の
写
生

た
兄
妹
の
画
／
双
方
共
同
じ
姓

旅
行
成
績

・
「
ヴ
ェ
ニ
ス
で
せ
う
」

・
ヴ
ェ
ニ
ス
は
暗
色
を
用
い
て
（
後
略
）

・
「
兄
さ
ん
の
方
が
余
程
旨
い
様

・
博
氏
の
筆
は
前
者
（
引
用
者
注
―
フ

で
す
ね
」

ジ
ヲ
女
史
）
に
比
べ
る
と
遥
に
頸
健

・
畳
一
枚
程
の
大
き
な
画
／
肖

像
画

・
一
面
に
黒
い
／
着
物
も
帽
子

も
背
景
か
ら
区
別
の
出
来
な

い
程
光
線
を
受
け
て
ゐ
な
い

中
に
、
顔
ば
か
り
白
い
。
顔

は
瘠
せ
て
、
頬
の
肉
が
落
ち

て
ゐ
る

・
「
ど
う
で
す
。
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス

は
。
尤
も
模
写
で
す
が
ね
。

し
か
も
余
り
上
出
来
で
は
な

い
」
／
「
三
井
は
も
つ
と
旨

い
ん
で
す
が
ね
。
此
画
は
あ

ま
り
感
服
出
来
な
い
」

・
「
原
画
が
技
巧
の
極
点
に
達
し

た
人
の
も
の
だ
か
ら
、
旨
く

行
か
な
い
ね
」

・
深
見
先
生
の
遺
画

・
浅
井
忠
氏
の
遺
品

・
筆
が
些
と
も
滞
つ
て
ゐ
な
い
。

・
筆
力
が
勁
遒
で
一
気
呵
成
の
趣
が
あ

殆
ん
ど
一
気
呵
成
に
仕
上
た

る

趣
が
あ
る

《深見先生

の遺画》
《ヴェラスケスの模写》 《兄妹の画》



表
を
見
る
と
、
《
兄
妹
の
画
》
と
《
深
見
先
生
の
遺
画
》
の
描
写
は
新

聞
記
事
の
言
説
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
《
兄
妹
の

画
》
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
小
説
中
で
は
「
長
い
間
外
国
を
旅
行
し
て
歩

い
た
兄
妹
」
で
「
双
方
共
同
じ
姓
」
で
あ
る
こ
と
し
か
描
写
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
「
ヴ
ェ
ニ
ス
」
を
題
材
と
し
た
作
品
が
あ
り
、
妹
と
比
べ

て
「
兄
さ
ん
の
方
が
余
程
旨
い
」
と
い
う
描
写
か
ら
、
読
者
は
こ
の
「
兄

妹
」
の
モ
デ
ル
が
吉
田
博
と
ふ
じ
を
兄
妹
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
思

わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
表
で
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
《
深
見
先
生
の
遺
画
》

の
描
写
に
新
聞
記
事
の
言
説
と
ま
っ
た
く
同
じ
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
で

、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
。
三
四
郎
が
「
丹
青
会
」
の
「
別
室
」
に
陳
列
さ
れ
た
《
深
見
先
生

の
遺
画
》
を
見
て
、
「
筆
が
些
と
も
滞
つ
て
ゐ
な
い
。
殆
ん
ど
一
気
呵
成

に
仕
上
た
趣
が
あ
る
」
と
感
じ
る
小
説
の
描
写
は
、「
浅
井
忠
氏
の
遺
品
」

を
「
筆
力
が
勁
遒
で
一
気
呵
成
の
趣
が
あ
る
」
と
す
る
新
聞
記
事
の
言
説

と
通
じ
て
い
る
。
両
者
を
丁
寧
に
比
較
し
て
み
る
と
、「
一
気
呵
成
の
趣
」

と
い
う
ま
っ
た
く
同
じ
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

、
、
、
、
、
、
、
、

「
一
気
呵
成
」
と
い
う
表
現
自
体
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
が
、
そ
の
前
の

「
筆
」
、
「
筆
力
」
と
い
っ
た
表
現
上
の
つ
な
が
り
か
ら
し
て
も
、
こ
の
一

致
は
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
新
聞
小
説
で
あ
る
「
三
四
郎
」
を
執
筆
す
る

に
あ
た
り
、
漱
石
が
同
時
代
の
新
聞
記
事
の
言
説
を
参
照
し
て
い
た
可
能

性
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、「
三
四
郎
」
に
お
け
る
「
丹
青
会
」
の
描
写
は
、
同
時

代
の
太
平
洋
画
会
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
言
説
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

二
、
誘
導
さ
れ
る
同
時
代
読
者
の
眼
差
し

そ
れ
で
は
、
「
丹
青
会
」
に
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
が
登
場
す
る

の
は
漱
石
の
錯
誤
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
稿
者
の
立
場
は
〈
否
〉
で

あ
る
。
私
見
を
示
せ
ば
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
モ
デ
ル
は
存
在

せ
ず
、
架
空
の
作
品
と
し
て
漱
石
が
「
丹
青
会
」
に
〈
出
品
〉
し
た
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
「
丹
青
会
」
に
登
場
す
る
三
作
品
の
描
写
方

法
に
明
ら
か
な
〈
偏
差
〉
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
《
兄
妹
の
画
》
と

《
深
見
先
生
の
遺
画
》
の
描
写
で
は
同
時
代
の
新
聞
記
事
の
言
説
を
踏
ま

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
描
写

に
は
そ
の
よ
う
な
意
識
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

こ
こ
か
ら
稿
者
が
主
張
し
た
い
の
は
、
漱
石
は
異
質
な
も
の
と
し
て
の

《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
を
「
丹
青
会
」
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、
逆

説
的
に
そ
の
重
要
性
を
物
語
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
が
「
三
四
郎
」
の
同
時
代
読

者
の
〈
読
み
〉
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
小
説
へ
向
け
ら
れ
た
読
者
の

眼
差
し
に
着
目
し
て
考
察
す
る
。

（
一
）
同
時
代
読
者
の
〈
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
観
〉

《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
が
「
三
四
郎
」
の
同
時
代
読
者
の
〈
読
み
〉

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
読
者
が
ヴ
ェ



ラ
ス
ケ
ス
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
か
把
握
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

黒
田
清
輝
は
「
洋
画
家
の
見
た
る
雅
邦
翁
」（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
明
治
四

十
一
年
一
月
十
六
日
）
と
題
す
る
日
本
画
家
橋
本
雅
邦
の
追
悼
談
話
の
な
か

で
、
「
仏
蘭
西
の
ウ
エ
ス
レ
ー
や
、
西
班
牙
の
ヴ
エ
ス
ケ
ラ
ス
等
は
能
く

も
以
前
か
ら
広
く
知
ら
れ
た
も
の
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
黒
田

が
言
う
「
広
く
」
と
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え

る
。そ

こ
で
、
時
期
と
掲
載
紙
は
異
な
る
が
、
和
田
英
作
が
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス

の
模
写
を
出
品
し
た
第
八
回
白
馬
会
展
覧
会
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
参
照

す
る

。
そ
の
記
事
と
は
、
「
三
四
郎
」
の
連
載
開
始
約
五
年
前
の
明
治
三

(15)

十
六
年
十
月
八
日
の
『
二
六
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
画
報
」
で
、
《
肖

像

西
班
牙
人
ヴ
エ
ラ
ス
ケ
ス
筆
（
和
田
英
作
氏
模
写
）
》
と
題
し
て
和

田
の
模
写
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
和
田
の
作
品
を
模
写
し
た
図
（
本

稿
で
は
省
略
）
に
付
さ
れ
た
解
説
文
に
は
、

こ
の
肖
像
は
西
班
牙
帝
フ
イ
リ
ツ
プ
四
世
の
女
マ
リ
イ
、
マ
ア
ガ
リ

タ
か
、
マ
リ
ア
、
テ
レ
サ
の
中
な
る
可
し
、
ヴ
エ
ラ
ス
ケ
ス
は
西
班

牙
国
有
名
の
画
家
に
し
て
西
暦
千
五
百
九
十
九
年
（
慶
長
四
年
）
セ

ヴ
イ
ル
に
生
れ
千
六
百
六
十
年
（
萬
治
三
年
）
八
月
九
日
マ
ド
リ
ツ

ド
に
没
す

と
あ
り
、
肖
像
画
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
言
及
し
た
う
え
で
、
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ

ス
を
「
西
班
牙
国
有
名
の
画
家
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
記
事
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
も
の
で
は
な
い
が
、
「
三
四
郎
」

の
同
時
代
読
者
の
〈
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
観
〉
を
把
握
す
る
う
え
で
参
考
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
時
点
で
の
『
二

六
新
報
』
の
発
行
部
数
（
一
日
あ
た
り
）
は
一
四
万
二
三
四
〇
部
で
、
『
大

阪
朝
日
新
聞
』
の
一
〇
万
四
〇
〇
〇
部
を
押
さ
え
て
最
も
多
く
の
読
者
を

獲
得
し
て
い
る

。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
当
時
の
一
般
的

、
、
、

(16)

な
新
聞
読
者
の
理
解
と
し
て
、
〈
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
の
有
名
画

、
、
、
、
、

家
で
あ
る
〉
と
い
う
認
識
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
三
四
郎
」
は
こ
の
記
事
か
ら
約
五
年
後
の
明
治
四
十
一
年
九
月
一
日

に
連
載
開
始
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
〈
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
の
有

名
画
家
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
が
ど
こ
ま
で
同
時
代
読
者
に
浸
透
し
て
い

た
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、「
三
四
郎
」
の
連
載
開
始
以
前
に
〈
ヴ
ェ

ラ
ス
ケ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
の
有
名
画
家
で
あ
る
〉
と
い
う
同
時
代
言
説
（
新

聞
記
事
の
言
説
）
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
明
治
四
十
一
年
九
月
一
日
時
点

で
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
読
者
が
〈
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
の
有

名
画
家
で
あ
る
〉
と
い
っ
た
最
低
限
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
高

く
、
小
説
中
に
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
名
前
が
登
場
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
人
物
か
認
識
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
か
ら
《
森
の
女
》
へ

ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
が
ス
ペ
イ
ン
の
有
名
画
家
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

同
時
代
読
者
に
と
っ
て
、
半
年
前
の
太
平
洋
画
会
を
想
起
さ
せ
る
「
丹
青

会
」
の
描
写
に
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
が
登
場
し
た
こ
と
は
注
目
に



値
し
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
ほ
ど
の
有
名
画
家
の
模

写
が
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
れ
ば
新
聞
で
言
及
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
し
て
、
半
年
前
の
新
聞
記
事
を
読
み
直
し
た
読
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
。

小
説
の
描
写
と
新
聞
記
事
の
言
説
に
関
係
性
を
見
出
し
、
《
兄
妹
の
画
》

と
《
深
見
先
生
の
遺
画
》
の
モ
デ
ル
を
推
定
す
る
こ
と
に
〈
成
功
〉
し
た

読
者
は
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
に
も
同
様
の
推
定
を
試
み
た
は
ず

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
半
年
前
の
新
聞
記
事
に
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》

の
モ
デ
ル
に
つ
な
が
る
情
報
は
な
い
た
め
、
読
者
の
試
み
は
こ
こ
で
頓
挫

す
る
。

そ
の
よ
う
な
読
者
に
と
っ
て
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
は
〈
ノ
イ

ズ
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
「
三
四
郎
」
の
同
時
代
読
者
は
、

小
説
を
記
事
に
書
か
れ
た
社
会
的
な
情
報
と
と
も
に
受
動
的
に
享
受
す
る

「
新
聞
の
読
者
」

で
あ
る
た
め
、
な
か
に
は
〈
ノ
イ
ズ
〉
を
そ
の
ま
ま

(17)

読
み
飛
ば
す
読
者
も
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
こ
と
を
選

ば
な
か
っ
た
読
者
は
、
新
聞
記
事
へ
向
け
た
自
ら
の
眼
差
し
を
再
び
小
説

の
世
界
へ
と
戻
し
、《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
に
つ
い
て
考
え
始
め
る
。

モ
デ
ル
の
推
定
か
ら
離
れ
て
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
そ
れ
自
体
に

意
味
を
見
出
し
始
め
た
読
者
に
と
っ
て
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
は

も
は
や
〈
模
写
〉
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
〈
模
写
〉
に
は
〈
原
画
〉
が
存

在
し
、
読
者
の
眼
差
し
は
す
で
に
〈
原
画
〉
で
あ
る
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
が

描
い
た
肖
像
画
》（
以
下
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
と
す
る
）
へ
向
け
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
読
者
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
の
は
、《
ヴ
ェ

ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
が
誰
を
描
い
た
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
手
が
か
り
に
な
る
の
は
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
描
写
で
あ
る
が
、

こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
読
者
は
さ
ら
な
る
手

が
か
り
を
求
め
て
テ
ク
ス
ト
を
彷
徨
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
読
者
に
、
原
口
が
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
と
《
森
の

女
》
に
接
点
が
あ
る
こ
と
を
匂
わ
せ
る
。
《
森
の
女
》
の
陳
列
場
所
と
し

て
わ
ざ
わ
ざ
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
と
同
じ
場
所
が
指
定
さ
れ
た
こ

、
、
、
、

、
、
、
、

と
で
、
読
者
は
小
説
が
進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
姿
を
現
し
て
く
る
《
森
の

女
》
へ
も
眼
差
し
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
小
説
中
に
《
ヴ
ェ

ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
が
登
場
し
て
か
ら
《
森
の
女
》
が
完
成
す
る
ま
で
の

約
一
カ
月
間
、
読
者
は
二
つ
の
肖
像
画
と
そ
の
関
係
性
を
意
識
し
、
両
者

を
結
び
つ
け
て
見
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
は
同
時
代
読
者
の
眼
差
し

を
誘
導
し
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
と
《
森
の
女
》
に
接
点
が
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
暗
示
さ
れ
る
美
禰
子
の
〈
運
命
〉

《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
が
示
唆
し
て
い
る
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像

画
》
と
《
森
の
女
》
の
接
点
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
は
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
を
推
定
し
、
そ
の
画

が
持
つ
意
味
や
背
景
を
踏
ま
え
て
《
森
の
女
》
と
接
続
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。本

章
で
は
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
を
推
定
し
、
《
森
の
女
》
の

〈
合
わ
せ
鏡
〉
と
す
る
こ
と
で
、
両
者
を
結
び
つ
け
て
い
る
接
点
の
実
体

を
明
ら
か
に
す
る
。



（
一
）
漱
石
の
〈
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
観
〉

と
こ
ろ
で
、
漱
石
は
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
知
識
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
漱
石
は
自
ら
の
小
説
に
登
場
さ
せ
る
肖
像
画
の

描
き
手
と
し
て
、
グ
ル
ー
ズ
で
も
ラ
フ
ァ
エ
ル
で
も
な
く
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
人
物
像
や
作
品
に
つ
い
て
多
少
な
り
と

も
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
人
物
像
や
作
品
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し

て
お
く
。
デ
ィ
エ
ゴ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
デ
・
シ
ル
バ
・
イ
・
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ

ス
（
一
五
九
九
～
一
六
六
〇
）
は
十
七
世
紀
に
活
躍
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
画
家

で
あ
る
。
《
ラ
ス
・
メ
ニ
ー
ナ
ス
（
宮
廷
の
侍
女
た
ち
）
》
な
ど
の
有
名
作
品

で
知
ら
れ
る
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
は
、
セ
ビ
ー
リ
ャ
で
の
修
行
と
駆
け
出
し
の

時
代
を
経
て
、
一
六
二
三
年
に
「
王
の
画
家
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
る
。

こ
れ
以
降
、
宮
廷
画
家
と
し
て
数
多
く
の
肖
像
画
を
描
い
て
い
く
。
ヴ
ェ

ラ
ス
ケ
ス
が
描
く
肖
像
画
は
、
《
フ
ェ
リ
ペ
四
世
の
肖
像
画
》
の
よ
う
に

「
権
威
の
誇
示
」
や
「
栄
誉
の
象
徴
と
い
っ
た
よ
う
な
社
会
的
機
能
」
(18)

を
持
つ
も
の
や
、
《
マ
リ
ア
・
テ
レ
ー
サ
王
女
の
肖
像
画
》
の
よ
う
に
結

婚
に
向
け
た
〈
お
見
合
い
写
真
〉
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
、
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
が
宮
廷
画
家
と
し
て
担
っ
た
役
割
や
彼

が
描
く
肖
像
画
の
意
味
に
つ
い
て
、
漱
石
が
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い
た
か

は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
以
下
に
示
す
講
演
で
の
発
言
か
ら
、
漱
石
が

ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
三
四
郎
」
の
連
載
開
始
約
七
カ
月
前
の
明
治
四
十
一
年
二
月
十
五
日

に
行
わ
れ
た
「
創
作
家
の
態
度
」

と
題
す
る
講
演
で
、
漱
石
は
ラ
フ
ァ

(19)

エ
ル
と
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
に
言
及
し
て
い
る
。
以
下
に
講
演
の
該
当
箇
所
を

引
用
し
て
示
す
。

日
本
の
画
を
元
の
儘
で
抛
つ
て
置
い
て
、
西
洋
の
画
を
今
の
通
打
ち

遣
つ
て
置
い
た
ら
、
両
方
の
歴
史
が
い
つ
か
一
度
は
、
ど
こ
か
で
出

逢
ふ
事
が
あ
る
で
せ
う
か
。
日
本
に
ラ
フ
ァ
エ
ル
と
か
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ

ス
の
様
な
人
間
が
出
て
、
西
洋
に
歌
麿
や
北
斎
の
如
き
豪
傑
が
あ
ら

は
れ
る
で
せ
う
か
。
ち
と
無
理
な
様
で
あ
り
ま
す
。
夫
よ
り
も
適
当

な
解
釈
は
、
西
洋
に
ラ
フ
ァ
エ
ル
や
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
が
出
た
れ
ば
こ

そ
今
日
の
様
な
歴
史
が
成
立
し
、
又
歌
麿
や
北
斎
が
日
本
に
生
れ
た

か
ら
、
浮
世
絵
の
歴
史
が
あ
ゝ
云
ふ
風
に
為
つ
た
と
逆
に
論
じ
て
行

く
方
が
よ
く
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
従
つ
て
ラ
フ
ァ
エ
ル
が
一
人

出
な
か
つ
た
ら
、
西
洋
の
絵
画
史
は
夫
丈
変
化
を
受
け
る
し
、
歌
麿

が
居
な
か
つ
た
ら
、
風
俗
画
の
様
子
も
余
程
趣
が
異
な
つ
て
い
る
で

せ
う
。
す
る
と
同
じ
絵
の
歴
史
で
も
ラ
フ
ァ
エ
ル
が
出
る
と
出
な
い

と
で
二
通
り
出
来
上
り
ま
す
。（
事
実
が
一
通
り
、
想
像
が
一
通
り
）

風
俗
画
の
方
も
其
通
り
、
歌
麿
の
あ
る
な
し
で
事
実
の
歴
史
以
外
に

も
う
一
つ
想
像
史
が
成
立
す
る
訳
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
し
て
見
る

と
西
洋
の
絵
画
史
が
今
日
の
有
様
に
な
つ
て
ゐ
る
の
は
、
ま
こ
と
に

危
う
い
、
綱
渡
り
と
同
じ
よ
う
な
芸
当
を
し
て
来
た
結
果
と
云
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
せ
う
。

こ
こ
は
、
「
西
洋
の
絵
画
史
」
を
例
に
歴
史
主
義
的
な
過
去
の
捉
え
方

を
批
判
し
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
人
物
像
や
作
品
に
つ



い
て
直
接
的
に
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は
、
漱
石
が
「
西
洋
の
絵
画
史
」
に
お
け
る
「
豪
傑
」
と
し
て
「
三

四
郎
」
に
登
場
す
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
と
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
名
前
を
挙
げ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
裏
を
返
せ
ば
、
漱
石
に
そ
の
よ
う
な
位
置

づ
け
が
で
き
る
だ
け
の
知
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
の
最

初
で
言
及
し
た
佐
渡
谷
重
信
氏

が
、
小
説
中
で
原
口
が
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス

(20)

を
「
技
巧
の
極
点
に
達
し
た
人
」
と
評
し
て
い
る
の
は
「
漱
石
の
ヴ
ェ
ラ

ス
ケ
ス
観
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
漱
石
は
「
三
四
郎
」
と

い
う
絵
画
的
要
素
に
溢
れ
た
小
説
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ

ス
の
人
物
像
や
作
品
が
持
つ
意
味
を
理
解
し
た
う
え
で
、
自
ら
の
小
説
に

受
容
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
と
《
森
の
女
》

と
い
う
二
つ
の
肖
像
画
の
あ
い
だ
に
は
、
何
ら
か
の
〈
つ
な
が
り
〉
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
二
）《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
と
《
森
の
女
》
の
接
点

そ
れ
で
は
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
は
誰
を
描
い
た
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
に
な
る
の
は
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》

の
描
写
で
あ
る
が
、
実
が
こ
れ
は
あ
ま
り
頼
り
に
な
ら
な
い
。
小
説
中
の

後
ろ
に
は
畳
一
枚
程
の
大
き
な
画
が
あ
る
。
其
画
は
肖
像
画
で
あ
る
。

さ
う
し
て
一
面
に
黒
い
。
着
物
も
帽
子
も
背
景
か
ら
区
別
の
出
来
な

い
程
光
線
を
受
け
て
ゐ
な
い
中
に
、
顔
ば
か
り
白
い
。
顔
は
瘠
せ
て
、

頬
の
肉
が
落
ち
て
ゐ
る
。

（
八
の
九
）

と
い
う
描
写
だ
け
で
は
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
が
描
い
た
肖
像
画
か
ら
い
く
つ
も

候
補
が
挙
が
り
そ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
と
《
森
の
女
》
に
接
点
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
肖
像
画
に
描
か
れ
て
い
た
の
は
美
禰
子
と
同
じ

女
性
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
原
口
が
《
ヴ
ェ
ラ

ス
ケ
ス
の
模
写
》
を
「
技
巧
の
極
点
に
達
し
た
人
の
も
の
」
と
言
っ
て
い

る
描
写
か
ら
、
肖
像
画
の
制
作
時
期
は
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
比
較
的
晩
年
に

あ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。

ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
（
一
五
九
九
～
一
六
六
〇
）
が
晩
年
（
本
稿
で
は
一
六
五
〇
～

六
〇
年
と
設
定
す
る
）
に
描
い
た
肖
像
画
の
う
ち
、
女
性
が
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
も
の
は
、《
マ
リ
ア
・
テ
レ
ー
サ
王
女
の
肖
像
画
》、《
マ
リ
ア
ー
ナ

王
妃
の
肖
像
画
》
、《
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
王
女
の
肖
像
画
》
と
複
数
あ
る
た
め
、

す
ぐ
に
は
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
と
《
森
の
女
》
に
接
点
が
あ
る

と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
《
森
の
女
》
が
持
つ
意
味
や
背
景
を
踏
ま
え

て
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
を
推
定
す
る
。

《
森
の
女
》
は
、
「
丹
青
会
」
で
原
口
が
美
禰
子
に
懇
願
し
て
描
か
れ
る

こ
と
に
な
る
（
実
は
「
其
前
か
ら
少
し
宛
描
」（
十
の
八
）
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
）
。
そ
し
て
、
美
禰
子
「
当
人
の
希

望
」
で
あ
る
「
団
扇
を
翳
し
て
、
木
立
を
後
に
、
明
る
い
方
を
向
い
て
ゐ

る
」（
七
の
五
）
と
い
う
構
図
は
、
三
四
郎
が
大
学
構
内
の
池
の
端
で
は
じ

め
て
美
禰
子
に
会
っ
た
と
き
（
二
の
四
）
の
も
の
で
あ
る
。



《
森
の
女
》
の
構
図
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
三
四
郎
」
の
研
究
史
に
お
い
て

議
論
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
美
禰
子
の
〈
愛
の
対
象
〉
は
三
四
郎
か
野
々

宮
か
と
い
う
問
題
と
関
わ
っ
て
、
池
の
端
で
の
美
禰
子
の
行
動
が
誰
に
向

け
た
も
の
な
の
か
が
〈
争
点
〉
に
な
っ
た
。
重
松
泰
雄
氏

は
、
「
三
四
郎

(21)

が
、
森
の
女
の
構
図
を
見
た
時
、
野
々
宮
宗
八
も
そ
の
背
後
か
ら
全
く
同

じ
構
図
を
見
て
い
た
」
と
す
る
助
川
徳
是
氏
の
論

を
受
け
、「
「
三
四
郎
」

(22)

時
代
の
東
大
構
内
」
の
図
を
用
い
て
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
四
郎
と
野

々
宮
が
「
全
く
同
じ
構
図
を
見
て
い
た
」
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
三
四
郎

が
「
し
や
が
ん
」
で
い
る
間
に
、
野
々
宮
と
美
禰
子
が
会
っ
た
公
算
は
大
」

で
、
「
美
禰
子
の
思
わ
せ
振
り
な
行
動
―
「
別
段
の
香
も
な
」
い
花
を
嗅

い
で
来
て
三
四
郎
の
前
に
落
と
す
と
い
っ
た
行
動
―
の
意
味
」
は
「
煮
え
、
、

切
ら
な
い
野
々
宮
へ
の
〈
挑
発
〉
」
で
あ
る
と
し
た
。

、
、
、
、

重
松
氏
の
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
《
森
の
女
》
の
構
図
に
は
美
禰
子
と
の

結
婚
に
対
し
て
「
煮
え
切
ら
な
い
野
々
宮
へ
の
〈
挑
発
〉
」
が
含
意
さ
れ

、
、
、
、
、
、

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
《
森
の
女
》
は
美
禰
子
と
の
結

婚
に
対
し
て
「
煮
え
切
ら
な
い
野
々
宮
」
を
「
〈
挑
発
〉」
す
る
た
め
に
描

、
、
、
、
、
、

か
れ
始
め
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
野
々
宮
が
池
の
端
と
い
う
〈
空

間
〉
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
《
森
の
女
》
に
ま
つ
わ
る
記
憶
に
は
美
禰
子

の
挑
発
的
な
行
動
が
刻
印
さ
れ
る
。
《
森
の
女
》
の
構
図
を
指
定
す
る
美

禰
子
の
目
的
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
煮、

え
切
ら
な
い
野
々
宮
」
の
記
憶
の
な
か
で
挑
発
的
な
行
動
を
取
り
続
け
る

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
で
あ
る
。

そ
の
後
、
美
禰
子
の
結
婚
の
行
方
は
ど
う
な
っ
た
か
。
美
禰
子
の
結
婚

相
手
が
判
明
す
る
の
は
最
終
回
（
十
三
）
の
二
回
前
（
十
二
の
六
）
で
あ
る
。

風
邪
の
三
四
郎
を
見
舞
っ
た
よ
し
子
か
ら
、
美
禰
子
の
結
婚
相
手
が
以
前

よ
し
子
を
「
貰
ふ
と
云
つ
た
」
人
で
、
美
禰
子
の
兄
・
恭
助
の
友
人
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
以
前
に
も
、
「
黒
い
帽
子
を
被
つ
て
、
金

縁
の
眼
鏡
を
掛
け
て
、
遠
く
か
ら
見
て
も
色
つ
や
の
好
い
」「
若
い
紳
士
」

で
、
「
脊
の
す
ら
り
と
高
い
細
面
の
立
派
な
人
」（
十
の
八
）
が
美
禰
子
を

迎
え
に
来
る
場
面
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
確
定
的
と
な
る
。
す
な
わ
ち
最

終
的
に
美
禰
子
が
結
婚
し
た
相
手
は
、
あ
の
「
煮
え
切
ら
な
い
野
々
宮
」

、
、
、
、
、
、

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
美
禰
子
の
兄
・
恭
助
の
結

婚
で
あ
る
。
小
森
陽
一
氏

は
、
「
兄
と
二
人
暮
ら
し
の
妹
が
兄
の
結
婚
に

(23)

よ
っ
て
強
い
ら
れ
る
状
況
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

里
見
家
の
両
親
は
早
く
に
死
ん
で
い
る
。
広
田
先
生
と
同
級
の
長

男
も
す
で
に
亡
い
。
次
男
恭
介
と
美
禰
子
の
暮
ら
し
な
の
だ
。
恭
介

は
野
々
宮
と
同
年
齢
で
あ
る
。
「
里
見
」
家
は
最
早
美
禰
子
に
と
っ

て
実
家
と
は
な
り
え
な
い
。
そ
れ
は
兄
が
新
し
い
生
活
を
は
じ
め
る

家
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
家
族
観
、
結
婚
観
か
ら
言
う
と
、
嫁
に
と

っ
て
夫
の
姉
妹
ほ
ど
意
地
の
悪
い
存
在
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。小

姑
は
「
鬼
千
疋
」
な
の
だ
（
中
略
）
。
恭
介
が
結
婚
す
る
以
上
、

「
鬼
千
疋
」
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
美
禰
子
は
、
一
日
も
早
く
里
見

の
家
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
他
家
の
男
と
結
婚
す
る
し

か
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
兄
恭
介
も
必

死
で
美
禰
子
の
結
婚
相
手
を
探
し
て
い
た
は
ず
だ
。



小
森
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
兄
・
恭
助
が
「
近
々
結
婚
」（
十
の
四
）

す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
以
上
、
妹
・
美
禰
子
は
、
よ
し
子
の
よ
う
に
「
行

き
た
い
所
が
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
行
」（
十
二
の
六
）
く
と
い
っ
た
主
体
的
な

行
動
を
取
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
思
え
ば
、
恭
助
は
原
口
に
頼
ん

で
美
禰
子
の
結
婚
相
手
を
探
し
て
い
た
（
七
の
五
）
が
、
そ
れ
は
、
結
婚

適
齢
期
を
迎
え
た
美
禰
子
の
た
め
で
は
な
く
、
自
ら
の
結
婚
話
を
進
め
る

た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
言
え
ば
、
恭
助
は
〈
策
略

家
〉

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
美
禰
子
は
恭
助
の
〈
策
略
〉
ど
お

(24)

り
「
立
派
な
男
」（
十
一
の
三
）
と
結
婚
し
て
家
を
出
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
結
婚
に
対
し
て
「
煮
え
切
ら
な
い
野
々
宮
」
を
「
〈
挑
発
〉
」

、
、
、
、
、
、

す
る
た
め
に
描
か
れ
始
め
た
《
森
の
女
》
は
、
皮
肉
に
も
〈
策
略
的
な
結

婚
〉
の
相
手
で
あ
る
夫
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
〈
名
（
迷
）
画
〉
と
な
っ
た

の
で
あ
る

。
完
成
し
た
《
森
の
女
》
は
「
丹
青
会
」
の
会
場
に
「
特
別

(25)

な
待
遇
」
で
陳
列
さ
れ
た
。
「
開
会
の
当
日
か
ら
人
が
一
杯
集
」
る
が
、

そ
こ
で
人
々
が
見
て
い
た
《
森
の
女
》
の
裏
側
に
は
、
結
婚
を
め
ぐ
っ
て

美
禰
子
が
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
〈
現
実
〉
が
厳
然
と
横
た
わ
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
《
森
の
女
》
が
持
つ
意
味
や
背
景
を
踏
ま
え
て
《
ヴ
ェ

ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
と
し
て
推
定
さ
れ
る
の
は
、
《
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
王

女
の
肖
像
画
》
で
あ
る

。
《
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
王
女
の
肖
像
画
》
は
政
治
性

(26)

が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
画
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
衰

退
を
は
じ
め
る
な
か
、
国
王
フ
ェ
リ
ペ
四
世
に
と
っ
て
国
家
体
制
の
再
建

が
急
務
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
援
助

を
求
め
る
べ
く
、
父
・
フ
ェ
リ
ペ
四
世
は
娘
・
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
を
レ
オ
ポ

ル
ド
一
世
と
結
婚
さ
せ
る
こ
と
で
安
定
的
な
王
位
継
承
を
図
っ
た
の
で
あ

る
。
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
の
父
・
フ
ェ
リ
ペ
四
世
も
ま
た
、
美
禰
子
の
兄
・
恭

助
と
同
じ
く
〈
策
略
家
〉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

《
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
王
女
の
肖
像
画
》
と
《
森
の
女
》
と
い
う
二
つ
の
肖

像
画
は
、
主
体
性
を
剥
奪
さ
れ
、
〈
策
略
的
な
結
婚
〉
を
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
女
性
を
描
い
て
い
る
点
で
重
な
り
合
う
。
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模

写
》
が
示
唆
す
る
両
者
の
接
点
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
原
口
が
《
森
の
女
》
を
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
と
同
じ
場
所

、
、
、
、

に
陳
列
す
る
と
予
告
し
た
こ
と
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
美
禰
子
が
マ
ル

ガ
リ
ー
タ
の
よ
う
に
主
体
性
を
剥
奪
さ
れ
、
〈
策
略
的
な
結
婚
〉
を
す
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
野
々
宮
と
は
別
の
相
手
と
の
結
婚
を
強
い
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
は
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
美
禰

子
に
訪
れ
る
〈
運
命
〉
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
「
三
四
郎
」
に
お
け
る
「
丹
青
会
」
の
描
写
に
着
目
し
、

新
聞
記
事
の
言
説
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
小

説
の
読
解
に
関
わ
ら
せ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ

ス
の
模
写
》
が
小
説
中
で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
が
同
時
代
読
者
の
眼
差
し
を

誘
導
し
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
》
と
《
森
の
女
》
に
接
点
が
あ
る

こ
と
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
美
禰
子
に
訪
れ
る
〈
運



命
〉
を
暗
示
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
漱
石
の
新
聞
小
説
は
、
同
時
代
読
者
の
視
点
か
ら
小
説

の
描
写
と
同
時
代
言
説
の
関
係
性
を
見
る
こ
と
で
浮
上
し
て
く
る
〈
ノ
イ

ズ
〉
を
小
説
の
読
解
へ
と
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
〈
読
み
〉
の
可
能

性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
さ
さ
や
か
な
試

み
で
あ
る
。

【
注
記
】

浅
井
清
氏
（
「
漱
石
と
新
聞
小
説
」
（
『
講
座

夏
目
漱
石
』
第
四
巻
、
有
斐
閣
、
一

1
九
八
二
年
二
月
））
は
、
漱
石
の
新
聞
小
説
に
お
け
る
「
時
事
性
」
に
つ
い
て
、

（
引
用
者
注
：『
虞
美
人
草
』
の
）
博
覧
会
と
同
じ
位
の
比
重
を
持
っ
て
い
る
の
は

『
こ
ゝ
ろ
』
の
乃
木
殉
死
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
多
少
の
軽
重
は
あ
る
に
し
て
も
社

会
的
事
件
や
話
題
を
作
品
に
取
り
こ
ん
だ
例
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

『
三
四
郎
』
で
は
丹
青
会
の
展
覧
会
、
文
芸
協
会
の
公
演
、『
そ
れ
か
ら
』
で
は
東

京
高
商
の
学
校
騒
動
、
比
太
利
の
地
震
、
土
耳
古
の
内
乱
、『
煤
煙
』
の
評
判
、
日

糖
事
件
、
東
洋
汽
船
事
件
、
幸
徳
秋
水
へ
の
尾
行
、
新
設
さ
れ
た
赤
い
ポ
ス
ト
、『
門
』

で
は
伊
藤
博
文
の
暗
殺
、
キ
チ
ナ
ー
元

師

の
来
日
、
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
っ

（
マ
マ
）

た
ポ
ケ
ッ
ト
論
語
、
『
彼
岸
過
迄
』
で
は
、
児
玉
音
松
の
死
、
『
行
人
』
で
は
文
芸

協
会
の
公
演
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
新
聞
小
説
だ
か
ら
と
い
う
の
で
は

な
く
、
社
会
的
な
問
題
を
小
説
中
に
話
柄
と
し
て
取
り
こ
む
の
が
漱
石
の
癖
で
あ

っ
た
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
は
旅
順
陥
落
、
大
隈
伯
の
勝
手
、
外
濠
線
の
株
、

小
泉
八
雲
の
死
、
交
番
焼
打
、
東
北
凶
作
義
捐
金
、
韓
国
統
監
な
ど
、『
野
分
』
に

も
電
車
賃
の
値
上
げ
反
対
な
ど
カ
レ
ン
ト
な
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

て
み
る
と
新
聞
小
説
を
執
筆
し
始
め
て
か
ら
改
め
て
取
り
上
げ
た
の
で
は
な
く
、

も
と
も
と
漱
石
の
好
み
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
漱
石
の
小
説
は
そ
の
よ
う

に
み
て
く
る
と
新
聞
小
説
と
し
て
成
功
す
る
下
地
を
本
来
備
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

（
二
九
七
～
二
九
八
頁
）

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
小
説
の
発
表
媒
体
の
変
化
に
伴
っ
て
漱
石
の
創
作
意
識
も
変

化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
漱
石
の
小
説
に
お
け
る
「
時
事
性
」
に

関
し
て
も
、
そ
の
変
化
の
様
相
を
精
確
に
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
詳
細
な
検
討
が
必
要
に
な
る
た
め
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

芳
賀
徹
氏
（
『
絵
画
の
領
分

近
代
日
本
比
較
文
化
史
研
究
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九

2
九
〇
年
十
月
）
）
に
よ
れ
ば
、
「
丹
青
会
の
展
覧
会
」
（
八
の
七
）
は
太
平
洋
画
会
第
六

回
展
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
漱
石
全
集
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年

四
月
）
の
「
注
解
」
に
よ
れ
ば
、
文
芸
協
会
の
「
演
芸
会
」（
十
二
の
一
）
は
「
明
治

四
十
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
本
郷
座
で
開
催
さ
れ
た
、
文
芸

協
会
の
第
二
回
大
会
の
こ
と
を
取
り
入
れ
」（
六
七
六
頁
）
て
い
る
。

夏
目
漱
石
「『
三
四
郎
』
予
告
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』、
明
治
四
十
一
年
八
月
十
九
日
）

3

前
田
愛
『
幻
景
の
街

文
学
の
都
市
を
歩
く
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）

4
九
九
頁
。

芳
賀
徹
氏
は
、
前
掲
注

同
書
に
お
い
て
、

5

2

「
絵
画
小
説
」
―
―
ま
こ
と
に
奇
妙
な
言
葉
か
も
し
れ
な
い
が
、『
草
枕
』
を
「
画

工
小
説
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、『
三
四
郎
』
は
絵
画
小
説
と
呼
ん
で
み
て
も
よ
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
『
草
枕
』
が
世
紀
末
風
を
加
え
た
文
人
画
小
説
な
ら
ば
、

『
三
四
郎
』
は
洋
画
＝
油
絵
小
説
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
美
禰
子
を
モ
デ
ル
と

す
る
油
絵
『
森
の
女
』
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
を
、
小
説
の
冒
頭
か
ら
結
尾
ま
で
の
、

漱
石
の
用
語
（
前
掲
「
文
学
雑
話
」
）
で
い
う
一
つ
の
「
動

機

力
」
と
し

モ
チ
ー
ブ
、
フ
オ
ー
ス

て
お
り
、
そ
れ
を
一
つ
の
潜
在
的
な
、
し
か
し
強
い
「
イ
ン
テ
レ
ス
ト
」
と
し
て



物
語
り
な
が
ら
、
そ
の
ま
わ
り
に
さ
ま
ざ
ま
の
絵
画
的
な
小
道
具
や
挿
話
を
も
加

え
て
し
だ
い
に
「
デ
ッ
プ
ス
」
（depth

）
を
獲
得
し
て
ゆ
く
の
が
こ
の
小
説
、
と

い
う
ふ
う
に
読
む
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
三
七
四
～
三
七
五
頁
）

と
述
べ
、
「
三
四
郎
」
を
「
原
口
画
伯
の
印
象
派
風
の
油
絵
大
作
『
森
の
女
』
の
成
立

を
た
て
い
と
と
す
る
「
絵
画
小
説
」
」（
三
〇
一
頁
）
と
称
し
た
。

、
、
、
、

前
掲
注

同
書
。

6

2

東
京
文
化
財
研
究
所
（
編
）『
太
平
洋
画
会

第
二
巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
一

7
年
五
月
）

前
掲
注

同
書
。
た
だ
し
、
芳
賀
氏
自
身
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
湯
浅
一
郎
が

8

2

《
織
女
》
《
官
女
》
《
エ
ソ
ッ
ポ
》
《
メ
ニ
ッ
ポ
》
な
ど
の
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
作
品
の
模
写

を
出
品
し
た
の
は
第
十
三
回
白
馬
会
展
覧
会
（
明
治
四
十
三
年
五
月
十
日
～
六
月
二

十
日
、
於
・
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
北
部
）
で
、
「
三
四
郎
」
の
連
載
終
了
後
で
あ

る
。
そ
の
う
え
で
芳
賀
氏
は
、
「
右
（
引
用
者
注
：「
パ
ン
の
会
の
回
想
」
）
の
杢
太
郎

の
証
言
も
あ
り
、
外
遊
先
か
ら
四
十
年
か
四
十
一
年
の
う
ち
に
す
で
に
一
点
く
ら
い

は
日
本
に
送
っ
て
、
白
馬
会
か
太
平
洋
画
会
の
展
覧
会
に
展
示
し
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」（
三
四
三
頁
）
と
し
て
い
る
。

『
特
講

漱
石
の
美
術
世
界
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
六
月
）
。
古
田
氏
は
、
和

9
田
は
「
同
郷
で
あ
る
黒
田
の
引
き
立
て
に
よ
り
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
助
教
授
と

な
」
っ
て
お
り
、
「
黒
田
と
和
田
と
の
関
係
か
ら
い
っ
て
、
原
口
が
「
三
井
は
も
っ
と

旨
い
ん
で
す
が
ね
。
此
画
は
あ
ま
り
感
服
出
来
な
い
」
と
先
輩
風
を
吹
か
し
て
い
た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
（
九
九
頁
）
と
す
る
一
方
で
、
「
《
マ
リ
ア
ナ
公
女
》
で

は
、『
三
四
郎
』
の
記
述
に
あ
る
畳
一
枚
ほ
ど
の
大
き
な
絵
で
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い

て
顔
は
痩
せ
て
い
る
、
と
い
う
画
像
と
は
合
わ
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
湯
浅
一
郎
が

第
十
三
回
白
馬
会
展
に
出
し
た
《
メ
ニ
ッ
ポ
の
像
》
の
方
が
近
い
」
（
九
九
～
一
〇
〇

頁
）
と
し
て
、
複
数
の
作
品
に
可
能
性
を
開
い
て
い
る
。

し
か
し
、
第
十
三
回
白
馬
会
展
覧
会
関
す
る
新
聞
記
事
の
言
説
を
見
て
み
る
と
、

湯
浅
一
郎
の
《
メ
ニ
ッ
ポ
の
像
》
は
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
原
口
の
「
余
り
上

出
来
で
は
な
い
」
、
「
あ
ま
り
感
服
出
来
な
い
」
と
い
う
評
価
と
は
矛
盾
す
る
。
以
下

に
湯
浅
の
《
メ
ニ
ッ
ポ
の
像
》
に
言
及
し
た
二
件
の
新
聞
記
事
を
引
用
す
る
。
一
件

目
は
、
木
下
杢
太
郎
の
「
白
馬
会
を
評
す
」
（
『
読
売
新
聞
』、
明
治
四
十
三
年
五
月
二

十
九
日
）
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
特
に
、
稿
者
が
付
し
た
傍
線
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

◎
最
後
に
予
は
唯
空
名
と
し
て
予
等
に
伝
は
つ
て
居
る
大
才
エ
ラ
ス
ケ
ス
を
紹
介

し
て
呉
れ
た
湯
浅
氏
の
努
力
を
感
謝
し
て
こ
の
つ
ま
ら
な
い
批
評
の
筆
を
擱
か
う

と
思
ふ
。
何
れ
も
氏
が
滞
欧
中
ム
ゼ
オ
・
デ
ル
・
プ
ラ
ド
で
模
写
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
見
え
る
。
メ
ニ
ツ
プ
ス
及
び
エ
ゾ
プ
ス
の
二
人
の
哲
学
者
は
、
一
人
は
内

心
の
微
笑
を
包
ん
だ
赤
い
顔
で
、
一
人
は
無
言
の
感
傷
の
相
を
以
て
、
一
人
は
快

活
な
る
気
象
の
底
に
無
慈
悲
な
る
譏
誚
を
藏
し
、
一
人
は
大
な
る
智
慧
の
書
籍
を

手
に
し
て
憂
鬱
な
倦
怠
に
労
れ
乍
ら
共
に
観
者
を
見
守
つ
て
居
る
。
予
等
は
所
謂

「
エ
ラ
ス
ケ
ス
の
黒
」「
エ
ラ
ス
ケ
ス
の
灰
色
」
等
を
此
模
写
で
紹
介
せ
ら
れ
た
の

を
喜
ぶ
の
で
あ
る
。

と
い
う
よ
う
に
、
湯
浅
の
作
品
は
「
エ
ラ
ス
ケ
ス
の
黒
」
、
「
エ
ラ
ス
ケ
ス
の
灰
色
」

を
「
紹
介
」
で
き
る
ほ
ど
の
高
い
完
成
度
で
描
か
れ
て
お
り
、
小
説
中
の
《
ヴ
ェ
ラ

ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
描
写
と
は
一
致
し
な
い
。

二
件
目
は
、
「
澱
橋
生
」
な
る
筆
者
の
「
白
馬
会
画
評
（
三
）
」
（
『
読
売
新
聞
』、
明

治
四
十
三
年
六
月
一
日
）
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

参
考
室

毎
年
の
展
覧
会
に
も
参
考
室
は
あ
る
。
唯
だ
夫
れ
此
れ
が
今
回
の
特
色
を
為
す
所

以
は
湯
浅
一
郎
氏
模
写
の
「
ヴ
エ
ラ
ス
ケ
ス
」
筆
「
官
女
」
と
「
織
女
」
と
が
あ



れ
ば
で
あ
る
。
此
等
有
名
な
る
原
画
を
氏
が
非
常
の
精
力
と
努
力
と
を
以
て
原
画

と
同
一
の
大
き
さ
に
、
原
画
と
殆
ん
ど
別
ち
難
き
ま
で
に
入
念
に
模
写
し
て
あ
る

の
で
足
未
だ
マ
ド
リ
ツ
ド
の
美
術
館
に
入
ら
ざ
る
も
の
は
之
を
見
て
偉
大
な
る
原

作
家
の
筆
に
憧
憬
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
氏
が
此
程
ま
で
親
切
な
る
模
写

を
遂
げ
し
こ
と
は
芸
術
界
の
記
憶
を
価
す
べ
き
で
あ
る
。
此
外
「
メ
ニ
ツ
ポ
」「
エ

ソ
ツ
ポ
」
両
像
の
模
写
と
ヴ
エ
ラ
ス
ケ
ス
の
肖
像
画
な
る
も
の
が
如
何
に
偉
力
を

帯
べ
る
や
を
知
ら
し
め
て
居
る

と
い
う
よ
う
に
、
湯
浅
が
出
品
し
た
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
作
品
の
模
写
は
総
じ
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
件
の
記
事
を
見
て
も
、
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
モ
デ
ル
が
湯
浅
一

郎
の
《
メ
ニ
ッ
ポ
の
像
》
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

『
「
漱
石
の
美
術
愛
」
推
理
ノ
ー
ト
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
六
月
）

10
「
夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』
論
―
絵
画
と
の
関
連
―
」（
「
大
手
前
比
較
文
化
学
会
会
報
」

11
第
八
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）

土
屋
氏
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
「
其
画
は
肖
像
画
で
あ
る
。
さ
う
し
て
一
面
に
黒

12
い
。
着
物
も
帽
子
も
背
景
か
ら
区
別
の
出
来
な
い
程
光
線
を
受
け
て
ゐ
な
い
中
に
、

顔
ば
か
り
白
い
。
顔
は
瘠
せ
て
、
頬
の
肉
が
落
ち
て
ゐ
る
」（
八
の
九
）
と
い
う
箇
所

で
あ
る
。

『
漱
石
と
世
紀
末
芸
術
』（
美
術
公
論
社
、
一
九
八
二
年
二
月
）

13

二
件
目
の
記
事
の
末
尾
に
は
「
笑
月
」
と
い
う
署
名
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
一
件
目

14
の
記
事
の
筆
者
「
篆
隷
子
」
が
山
本
笑
月
（
山
本
松
之
助
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

記
事
の
検
索
に
は
、
植
野
健
造
氏
作
成
「
白
馬
会
関
係
新
聞
記
事
一
覧
」
（
デ
ー
タ

15
ベ
ー
ス
作
成
：
東
京
文
化
財
研
究
所
）〈http://w

w
w
.tobunken.go.jp/m

aterials/hakuba

〉

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
六
年
八
月
一
日
）
を
使
用
し
た
。
本
稿
で
引
用
し
た
記
事

以
外
に
も
和
田
の
模
写
に
言
及
し
た
も
の
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
明
治

三
十
六
年
十
月
二
十
一
日
の
『
中
央
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
白
馬
会
展
覧
会
評
（
下
）」

の
一
部
に
は
、
「
参
考
画
」
と
し
て
「
和
田
英
作
模
写
の
ク
ウ
ル
ベ
ー
筆
「
波
涛
」
ミ

レ
筆
「
落
穂
拾
ひ
」
ヴ
エ
ラ
ス
ケ
ス
筆
「
王
女
肖
像
」
何
れ
も
近
代
の
名
画
と
し
て

尊
重
さ
れ
て
居
る
作
品
で
兎
や
角
評
す
る
丈
け
が
野
暮
で
あ
る
」
と
い
う
言
及
が
あ

り
、
和
田
が
模
写
し
た
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
《
王
女
肖
像
》
を
「
近
代
の
名
画
と
し
て

尊
重
さ
れ
て
居
る
作
品
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

山
本
武
利
『
近
代
日
本
の
新
聞
読
者
層
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
一
年
六
月
）

16
四
一
二
頁
。
な
お
、
こ
の
数
字
は
『
二
六
新
報
』
が
主
要
新
聞
各
紙
の
一
日
に
お
け

る
発
行
部
数
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
詳
細
は
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日

の
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
「
二
六
新
報
の
一
大
自
白
」
と
い
う
記
事
で
確
認
で
き
る
。

Ａ
・
チ
ボ
ー
デ
『
小
説
の
読
者
』
（
白
井
浩
司
訳
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
、
一
九
五
七
年

17
九
月
）

高
階
秀
爾
『
肖
像
画
論

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
肖
像
画
を
め
ぐ
る

章
（
新
版
）
』（
青

18

15

土
社
、
二
〇
一
〇
年
五
月
）
一
五
九
頁
。

『
漱
石
全
集
』
第
十
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
四
月
）
一
七
一
～
一
七
三
頁
。

19

前
掲
注

同
書
。

20

13

『
漱
石

そ
の
歴
程
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
四
年
三
月
）
二
七
三
～
二
七
六
頁
。
初

21
出
は
、
「
評
釈
・
「
三
四
郎
」
」（
「
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
」
二
十
四
巻
六
号
、

一
九
七
九
年
五
月
）
。
助
川
氏
、
重
松
氏
と
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
の
論
は
、
石
原
千
秋

氏
（
『
漱
石
と
三
人
の
読
者
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
）
に
引
き
継
が
れ
て

発
展
的
に
論
じ
ら
れ
た
。

「
漱
石
・
避
け
て
通
っ
た
も
の
」（
「
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
」
第
四
十
三
巻
十
一
号
、

22
一
九
七
八
年
十
一
月
）



『
漱
石
論

世
紀
を
生
き
抜
く
た
め
に
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
五
月
）
二
〇

23

21

五
～
二
〇
六
頁
。
初
出
は
、
「
個
人
と
活
字
―
『
三
四
郎
』
に
お
け
る
文
字
の
ド
ラ
マ

ト
ゥ
ル
ギ
ー
」
（
「
現
代
思
想
」
二
十
一
巻
十
一
号
、
一
九
九
三
年
十
月
）
。
な
お
、
小

森
氏
の
「
漱
石
の
女
た
ち
―
妹
た
ち
の
系
譜
―
」
（
「
文
学
」
第
二
巻
第
一
号
、
一
九

九
一
年
一
月
）
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

〈
策
略
家
〉
と
い
う
表
現
は
、
漱
石
の
「
こ
ゝ
ろ
」（
『
東
京
（
大
阪
）
朝
日
新
聞
』、

24
大
正
三
年
四
月
二
十
日
～
八
月
十
一
（
十
七
）
日
）
か
ら
着
想
を
得
た
表
現
で
あ
る
。

美
禰
子
の
夫
は
、
原
口
か
ら
《
森
の
女
》
の
出
来
に
つ
い
て
「
細
君
の
手
柄
だ
と
聞

25
い
て
左
も
嬉
し
そ
う
」
に
し
、「
三
人
の
う
ち
で
一
番
鄭
重
な
礼
を
述
べ
た
」（
十
三
）
。

《
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
王
女
の
肖
像
画
》
は
、
五
歳
（
一
六
五
六
年
、
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史

26
美
術
館
蔵
）
、
八
歳
（
一
六
五
九
年
、
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館
蔵
）
、
九
歳
（
一
九

六
〇
年
、
プ
ラ
ド
美
術
館
蔵
）
の
三
点
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
ど
れ
が
《
ヴ
ェ
ラ
ス

ケ
ス
の
肖
像
画
》
で
あ
る
か
ま
で
推
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
も
小
説
中

の
《
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
模
写
》
の
描
写
と
大
き
な
〈
ズ
レ
〉
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
「
帽
子
」
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
漱
石
が
見
て
い
た
『
ニ
ュ
ー
ン
ズ
美
術
文

庫
（N

ew
nes'

A
rt

L
ibrary

）』
な
ど
の
画
集
は
白
黒
写
真
で
あ
る
た
め
、
マ
ル
ガ
リ
ー

タ
の
髪
に
施
さ
れ
た
装
飾
が
「
帽
子
」
の
よ
う
に
見
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

※

太
平
洋
画
会
の
展
覧
会
に
関
す
る
情
報
は
、
静
岡
県
立
美
術
館
・
府
中
市
美
術
館
・

長
野
県
信
濃
美
術
館
・
岡
山
県
立
美
術
館
（
編
集
）
、
山
崎
由
美
子
（
翻
訳
）
『
「
も
う

ひ
と
つ
の
明
治
美
術
―
明
治
美
術
会
か
ら
太
平
洋
画
会
へ
」
展
図
録
』（
も
う
ひ
と
つ

の
明
治
美
術
展
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）
を
参
照
し
た
。

※

白
馬
会
の
展
覧
会
に
関
す
る
情
報
は
、
植
野
健
造
『
日
本
近
代
洋
画
の
成
立

白
馬

会
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
十
月
）
を
参
照
し
た
。

※

ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
作
品
に
関
す
る
情
報
（
制
作
時
期
、
所
蔵
場
所
な
ど
）
は
、
『
ベ

ラ
ス
ケ
ス
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
）
所
収
の
神
吉
敬
三
氏
作
成
の
年

譜
を
参
照
し
た
。

※

本
稿
に
お
け
る
「
三
四
郎
」
の
引
用
は
、
す
べ
て
『
漱
石
全
集
』
第
五
巻
（
岩
波
書

店
、
一
九
九
四
年
四
月
）
に
よ
り
、
ル
ビ
等
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

引
用
末
尾
に
章
と
回
次
を
付
し
た
。

※

書
名
と
区
別
す
る
た
め
、
絵
画
の
作
品
名
に
は
二
重
拮
抗
括
弧
（
《

》
）
を
付
し
た
。

※

「
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
編
集
上
の
都
合
に
よ
り
、
本
稿
で
は
す
べ

て
「
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
」
に
統
一
し
た
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
一
年
）


